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約３２万人（Ｈ１２年国勢調査）となります。 約３２万人（Ｈ１２年国勢調査）となります。 

 

〒036-8276

弘前市大字樋の口町260-4

TEL 0172-39-7200

FAX 0172-39-7201

Ｅメール tugarukoik01@net.pref.aomori.jp

ホームページ http://www.net.pref.aomori.jp/tugarukoiki/
携帯電話用 http://www.net.pref.aomori.jp/tugarukoiki/p/index.htm
  

  
  

  

 平成１７年３月２８日、藤崎町と常盤村の合併
が施行され、新藤崎町が誕生しました。 
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が施行され、新藤崎町が誕生しました。 
新町は、人口およそ 1.７万人を擁し、津軽地方

でも有数の交通要衝として一層の存在感が発揮
できるまちとなります。水と緑の豊かな自然に囲
まれた地勢と、津軽文化発祥の地としての由緒あ
る歴史・伝統を活かしながら、それぞれの町村が
取り組んできたまちづくりの成果を引き継ぎ、今
後さらに発展していくものと期待されています。 
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 また、平成１７年度中に圏域内で２つの合併が
施行される予定であり、これにより津軽広域市町
村圏の構成市町村は、平成１７年度末には３市３
町２村の計８市町村となる予定です。 
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た、平成１７年４月１日には、浪岡町と青森
合併が施行され、浪岡町は青森地域広域市町
に編入されるとともに、津軽広域連合から脱
ました。 
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公共施設予約システム 

平成１４年度から運営している公共予約シス
テムが好評稼働中です。体育施設や社会教育施設
など、津軽広域市町村圏域１２市町村にある５２
公共施設をネットワークで接続し、どの施設から
でも、すべての施設の空き情報や施設紹介をリア
ルタイムで確認できるシステムです。   
平成１６年度は、のべ２８，５９５件の予約が

ありました。ぜひご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つがる観光ラリーは今 
年も開催中です。圏域の
１２市町村の有名な観光
施設や産地直売所など、
５２スタンプポイントを
設置しています。スタン
プポイントを巡り、所定
のスタンプ数を集めれば、 

抽選で各市町村自慢の特産品が当たります。応募
用紙は各スタンプポイント及び圏域１２市町村
の観光担当課に備え付けてあります。詳しくは津
軽広域連合ホームページをご覧ください。 

 
 

 
 
 
 

津軽の名人・達人バンク 

地域の自主的な生涯学習活動を推進するた平
成１３年度に「津軽の名人・達人バンク」を開設
しました。この事業は、生涯学習や伝統文化、地
場産業などに関する経験や技術を有する方々を
「津軽の名人・達人」として登録し、地域住民か
らの要望に応じ、講師として派遣するものです。
登録者数は現在８５名で、昨年度は１０４件の派
遣依頼がありました。ぜひご活用ください。 

【主な機能】 
 
■インターネットで空き状況が確認できる！
（前日最終時点）  

http://www2.hi-it.net/akijoho/S/main  
■携帯端末からも空き状況が確認できる！  
http://www2.hi-it.net/i/ 
■ＦＡＸで施設の概要を取得できる！ 
０１７２（２９）１０５４ 
ガイダンスに従って操作してください。 

■各施設に設置された端末 
から仮予約ができる！ 
 

※施設利用に際しての問 
い合わせは、各施設へ 
お願いします。 

 
 
 
①講師をさがす 

利用にあたっては… 

 →広域連合ホームページ 
http://www.net.pref.aomori.jp/tugarukoiki/  

 →各市町村に配布している登録者名簿 
 →広域連合総務課企画係（３９－７２００） 
②講師が見つかったら… 
 →連絡先が公表されているので、バンク登録

者と直接連絡をとり、協力を依頼する（詳
細について決定する）。広域連合事務局へ
の連絡は不要です。※一部連絡先が公表さ
れていない場合がありますので、総務課企
画係までお問い合わせください。  

 
 

 
「学校派遣事業」 

つがる観光ラリー 今年度は、生涯学習だけでなく、学校教育の
現場まで広く人材の活用を図るため、圏域の
小・中学校からの要望に応じ、各種講座や研修
会の講師としてバンク登録者を派遣していま
す。当該事業については、講師派遣に係る講師
謝礼、旅費及び傷害保険加入金を広域連合が実
費負担します。利用申込みなど詳細については、
総務課企画係までお問い合わせください。 
 
□１回目の学校派遣事業が実施されました。 
６月３０日、弘前市立船沢小学校（須藤一久

校長）において、今年度１回目の学校派遣事業
が実施されました。 
講師は、津軽三味線の三代目  木田  林秀栄

（きだ  りんしゅうえい）さんにお願いしまし
た。授業参観後の「親子鑑賞教室・音色は津軽
を語る」と題して開催され、全校児童１５９名、 

項　目

項　目

①圏域内

②県内外

圏　域　内

圏　域　外

合　　　計

県　外

合　計

県　内
【平成１６年度応募実績】

父母約８０名が参加しました。エピソードを交
えながらの三味線演奏に児童らは興味深く聞
き入っていました。 
 

人　数 人　数

372
245
180

44
2
21
20

884
人　数

人　数
7

135

93
26
261

③県内の内訳外の別

の別

項　目
弘前市及び中津軽郡
黒石市及び南津軽郡

青森市及び東津軽郡
五所川原市及び西・北津軽郡

④県外の内訳

むつ市及び下北郡
三沢市、十和田市及び上北郡

八戸市及び三戸郡

639

506

1,145

884

261

合　　計

合　計

1,145

項　目

北海道
東　北（青森県のぞく）
関　東

その他

 
２



平
 
 

の
る
が

 

 
 
成１７年度の事務局員をご紹介します。 

 

津軽広域連合のホームページでは、圏域市町村
紹介や観光・物産情報、津軽広域連合が実施す
さまざまな事業などについて紹介しています
、実はこのほかにも使い道があるんですよ。 
 
津軽の掲示板 
 
圏域内外の皆さんが、交流を深めるために開

設されている掲示板です。法令又は公序良俗に
反するもの、個人のプライバシー侵害、選挙運
動、宗教活動又は営利を目的としたものや、趣
旨にそぐわないものを除いて、掲載内容に制約
はありません。書き込みが少ないので、どんど
ん書き込んでください。 
 
 
 
圏域市町村への要望や相談ごとについて、市

町村への担当者へ直接メールを送信すること
ができます。 
 
※津軽広域連合に関するご意見・ご質問なども
お待ちしています。お気軽にお寄せください。 

ホームページをご利用ください。 

○17年度歳入歳出当初予算

分担金及び負担金 166,567
財産収入 663
繰入金 4,000
諸収入 25

計 171,255
議会費 3,756
総務費 63,364
介護保険費 102,899
基金積立金 663
公債費 66
予備費 507

計 171,255
人件費 140,893
物件費 23,407
補助費等 5,719
公債費 66
積立金 663
その他 507

計 171,255

○16年度歳入歳出予算の執行状況（平成17年3月31日現在）

４～
分担金及び負担金 163,559
財産収入 722
繰入金 72,430
諸収入 30

計 236,741
議会費 1,735
総務費 113,820
介護保険費 119,891
基金積立金 722
公債費 66
予備費 507

計 236,741
人件費 140,094
物件費 23,152
補助費等 72,200
公債費 66
積立金 722
その他 507

計 236,741
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津軽の掲示板 

地域住民相談室 
 
 
 
平成１７年度の事務局員をご紹介します。 

97.26
0.39
2.33
0.02

100.00
2.19
37.00
60.08
0.39
0.04
0.30 ○財産の現在高　（平成17年3月31日現在）

100.00
82.27 基　　金 ふるさと市町村圏基金 948,181
13.66 財政調整基金 14,293
3.34 計 962,474
0.04
0.39 物　　品 自動車 １台　
0.30 介護認定ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑ １式　

100.00 公共施設予約ｼｽﾃﾑ １式　

９月 計
163,559 163,559 100.00

0 721 99.86
0 72,430 100.00
15 42 140.00

163,574 236,752 100.00
395 1,183 68.18

26,820 109,818 96.48
45,387 106,598 88.91

0 721 99.86
0 0 0.00
0 0 0.00

72,602 218,320 92.22
64,264 132,634 94.68
5,607 13,058 56.40
2,731 71,907 99.59

0 0 0.00
0 721 99.86
0 0 0.00

72,602 218,320 92.22

61,211

721
0

145,718

7,451
69,176

0

721
0

27

788
73,178

82,998

執行率（％）

（％）

0
145,718
68,370

執行済額
１０～３月

0
721

72,430

　 連合の財政
平成1７年5月31日に公表した
津軽広域連合の財政状況をお知
らせします。(金額の単位:千円)

事務局員の紹介 

白取　幹人 弘前市企画部長兼務

三上　裕司 弘前市より

成田　秀範 黒石市より

工藤　茂雄 西目屋村より

係長 山口　俊英 黒石市より

主事 工藤　竜輔 弘前市より

主事 浅利　高年 田舎館村より

パート 大瀬　明子

企画係 主事 竹内　孝行 弘前市より

係長 三上　　誠 弘前市より

主査 白取　靖夫 弘前市より

主事 佐藤　誠剛 藤崎町より

主事 齋藤　祐基 弘前市より

主事 葛西　勝寿 板柳町より

主事 小山内浩孝 平賀町より

主事 福田　宏樹 大鰐町より

パート 三上恵美子

総務係

介護保険係

事務局長

総務課長

課長補佐

主幹兼企画係長
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平成１７年度介護認定審査会組織会が４月９日（土）、

ホテルニューキャッスルにおいて、委員114名が参加し

て開催されました。 

会議ではまず、津軽広域連合長 金澤隆から新任委員

１５０名を代表して、今充
こんみつる

氏へ辞令が交付されました。    

委員の任期は平成１９年３月３１日までの２年間とな

ります。 

続いて審査会会長の選出をおこない、会長には委員の

互選によって田村
た む ら

瑞穂
みずお

氏が、会長職務代理者は会長の指

名により工藤
く ど う

隆士
た か し

氏が昨年度に引き続き再選されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・平成１７年度 組織会を開催 
 
・平成１６年度 市町村別の審査判定状況 

介護認定審査会委員の構成（計150名） 

平成１７年度組織会を開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年度の事務局員をご紹介します
市町村別の審査判定状況 （平成１６年度） 

 弘前市 黒石市 平賀町 浪岡町 板柳町 大鰐町 岩木町 藤崎町 尾上町 田舎館村 常盤村 西目屋村 碇ヶ関村 相馬村
介護度別
合 計 

非該当 147 18 25 4 30 7 8 6 8 2 4 4 2 6
271
（1.2）

要支援 3,048 242 475 242 395 115 146 112 124 70 63 23 37 56
5,148
（23.1）

要介護 1 3,540 602 490 359 418 238 219 218 176 188 124 34 78 56
6,740
（30.3）

要介護 2 1,523 345 244 159 177 133 133 89 73 80 62 19 36 37
3,110
（14.0）

要介護 3 1,198 273 174 123 110 120 117 94 50 47 31 21 26 37
2,421
（10.9）

要介護 4 1,031 248 143 134 97 112 104 81 68 62 39 21 31 23
2,194
（9.8）

要介護 5 1,067 287 160 146 94 123 89 88 76 74 67 20 31 36
2,358
（10.6）

再調査 17 1 2 3 6 0 1 0 1 1 0 0 1 0
33

（0.1）

市町村別 
合 計 

11,571 
（52.0） 

2,016 
（9.1） 

1,713
（7.7）

1,170 
（5.2） 

1,327 
（6.0） 

848
（3.8）

817
（3.7）

688
（3.1）

576
（2.6）

524
（2.3）

390 
（1.7） 

142 
（0.6） 

242
（1.1）

251
（1.1）

22,275
（100.0）

                                        ※単位は件、（ ）内は％  

 

精神科医        10名  

一般医師        47名  

歯科医師         7名 

薬剤師          7名  

医療分野      ７１名 
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会
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長 

田
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）

 

老人福祉施設関係者    12名 

在宅介護支援センター関係者 7名

社会福祉士        12名 

介護福祉士         6名

精神保健福祉士       3名 

福祉分野      ４０名 
    
 ４  
        
 

看護師・保健師      8名 

老人保健施設関係者   14名 

理学療法士        7名 

作業療法士        7名 

柔道整復師        ３名 

保健分野      ３９名 




